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目次（大項目）

１．市場環境

（１）世界の国際旅行市場と将来予測

（２）世界の航空旅行市場と将来予測

注：COVID-19の要素は除外

２．航空会社（FSC）のマーチャンダイジングのチャレンジ

（１）GDS ⇒ NDC ⇒ Blockchain?

（２）AI チャットボット（CHATBOT）の活用
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世界の国際旅行市場と将来予測
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世界の航空旅行市場と将来予測
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航空会社（FSC）のマーチャンダイジングのチャレンジ
＊Full Service Carrier
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背 景

欧米
⇩

LCCの競争激化とFSCの収支悪化
⇩

FSCの対応策
Alliance,MEGA Carrier＋Hybrid
＊プロダクトの明確化⇒Ancilliary販売
＊GDSのコストが重荷
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出典：Cartrawler
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航空会社のマーチャンダイジング
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GDS（現在）
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既存GDSのフロー（イメージ）
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GDS ⇒ NDC ⇒ Blockchain?
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NDC（今後）
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ANA・JALはゆっくりと始動
＋NDC認証航空会社外社：約70社
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航空会社外NDC認証（事例）

• GDS

• ITプロバイダー
• →クラフト（2019．7）

自社開発で旅行会社が接続できる機能を有す、日系初の取得

→トラベルスカイ（2019.9）

航空会社向けのチェックインシステムなどを提供することに加えて

NDCの認証を取得

→日本ユニシス（2020.12）

アイルランドのJR Technologies(JRT)が提供する航空・旅行業界向けプラットフォーム

「Aerostream Full Retailing Platform」との接続を開始

JTREC旅行情報研究会 21



NDCのフロー（イメージ）
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＊Level４：航空券とアンシラリー商品を網羅的に注文一元管理や各商品の注文後の状態管理に対応 → 「ONE ORDER」



航空会社・旅行会社にとっての主な利点

航空会社
• 流通コントロール権

• 自前の商品計画

• ダイナミックな運賃設定

• 市場への迅速な対応

• チャネルの拡大

• Ancilｌｒary収入増

• 流通コスト削減

• パーソナルな提案可 など

旅行会社

•動画や画像を観て航空会社の
リッチコンテンツが利用・販売可

•航空会社のリアル在庫と直結

•パーソナルな提案可

•運賃データが航空会社から直
接提供⇒ADMのリスクが低下

• Direct Connectでカード決済を利
用⇒BSPでなくても決済可 など
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旅行会社にとって想定される主な課題

•航空会社の数だけDirect Connectの画面が存在する
• GDSのような、比較検討が出来ない
• インターラインの場合、イニシャルキャリア以外のNDC導入の有無に
より対応が異なる

•航空券のみを取扱う規格のため、ホテル、地上等交通機関は対象外
•独自にNDCに対応しようとするとIATAの認証を得たり、開発コストが
必要となったりする
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グローバルGDSのNDC対応
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Amadeus

ﾚﾍﾞﾙ４取得

Sabre

ﾚﾍﾞﾙ4取得

Travelport

ﾚﾍﾞﾙ4取得



本邦2大GDSのNDC対応

AXESS
• 2017年12月：NDCレベル3を取得

• 2019年中：NDCｺﾝﾃﾝﾂ提供予定

• 2021年3月：業務終了

• （JALは2019．10、アマデウスと提携）

• 具体的な取り組み（案）

１．AXESS CREA Advanceへの搭載

２．「URI-Pro」への精算データ（他

CRS/GDS発券データ含む）の集約

INIFINI
• 2016年：共同開発の英Travelfusionが

NDCレベル3を取得

• 2018年中：API接続予定

• 2021年11月：SQとNDCコンテンツ利用契約

• 日本マーケット最初のNDC締結GDS

• 具体的な取り組み（案）

１．INFINI LINX PLUSへの搭載

２．「Data Station Plus」への精算データ

（他CRS/GDS発券データ含む）の集約
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Blockchain（ブロックチェーン）
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ブロックチェーンの事例（航空関連）

• ルフトハンザグループ、ワインディングツリーと提携（2017.10）
（分散型B to Bマーケットプレイスシステムによりベストオファー提供へ）

• スキポール空港がビットコインATMを設置！余ったユーロはBTCやETHに
（BITTIMES 2018.6.21）

• シンガポール航空、マイレージサービス 「KrisFlyer」の加入者が持つ
マイルをデジタル通貨に変換できるブロックチェーンベースのデジタル
ウォレット「KrisPay」をローンチ（Tech in Asia 2018.8.1）

・マイクロソフト、航空業界向けCOVID-19対応ヘルスアプリケーションID
を提供。安全運航維持のため、乗客の身元、TKT情報、乗客・乗員双方の
健康状態など把握管理 (Block Chain Business Media 2020.6)
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AIチャットボット（CHATBOT）の活用
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航空業界に於けるチャットボット活用事例
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補遺：COVID-19の影響
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